
学校評価シート（Ｒ５年度）

東海市立加木屋南小学校 ○ 教育目標 ・

東海市加木屋町泡池２番地 ○ 地域の特色 ・
0562-34-9303 児童 815 名
戸澤　充則 31学級（内 特支4）

・授業の内容が分かる。（児童）

・授業は楽しい。（児童）

知

徳

体

・ホームページや各種通信
を活用して積極的な情報発
信に努め，学校と家庭・地
域の双方向の情報交換を図
る。

・学校支援協議会と連携
し，地域との関わりをより
一層深める。
・心身ともに健康で，子ど
もと向き合う教職員のため
に，業務改善に向けた取組
を推進する。

・学校は地域の活動や行事によく協力している。
（地域）

・便りなどを通して，積極的に学校の様子を知らせてい
る。（教員）

・学校からのお知らせにより，学校の様子が分かる。
（地域）

・教育活動に満足している。（保護者）

・学校からの通信（たより）では，学校や子どもたちの
様子がよく分かる。（保護者）

・基本的な生活習慣を身に
付けさせ，心身ともに健康
で安全な生活を営みなが
ら，集団生活の中で自他と
もに向上しようとする意欲
を高める。

・学校生活全般を通して道
徳教育に取り組み，心豊か
な児童の育成に努める。

中期
目標

今年度の目標

・廊下は静かに歩いている。（児童）

・社会のルールを守っている。（保護者）

・社会のルールを守っている。（地域）

・子どもたちはルールを守って学校生活を送っている。
（教員）

評　価　方　法
（アンケート項目）

・交通安全に気を付けている。
（児童）

・分かる授業を実践している。（教員）

・楽しい授業を実践している。（教員）

・子どもは授業内容を理解している。（教員）

・あいさつをすすんですることができる（児童）

・早寝早起きなど規則正しい生活をしている。
（児童）

・加木屋南小学校子どもの
いじめ防止基本方針や東海
市こどものいじめ防止サ
ミットの取組をうけた活動
に従って，いじめを許さな
い児童の育成に努める。

○現職教育の研究主題「主体的に学
び，考えを深める児童の育成」は２年
目を迎える。今年度の課題を明らかに
し，「分かる授業」
「楽しい授業」づくりに向けて一層の
推進を図る。

○ＩＣＴを活用して導入，可視化，振
り返りの面でさらに工夫を重ね「伝え
合う力」の育成に取り組む。

○各担任が実態の把握に努め，一人一
人の児童に寄り添い，努力を認め，自
身で達成感を味わえる学習の実現を図
る。

○高学年の一部教科における教科担任
制，算数の少人数指導，ＴＴなどを取
り入れ，授業の質的な向上を図り，児
童が意欲的に取り組む授業づくりを進
める。

住　　所
電話番号
校 長 名

結果の分析

・授業の内容が分かると答えた児童は，88.9%で昨
年度とほぼ同様であった。→
・授業は楽しいと答えた児童は，68.0%で昨年度と
同様であった。→

・先生は熱心に教えてくれる。（児童）

・正しい情報の収集・整理
の仕方を身に付けさせ，活
用する力の育成に努める。

・学習規範の確立と，国
語，算数を中心に基礎基本
の徹底を図る。
・主体的・対話的で深い学
びの実現をめざした授業づ
くりを追究する。

○児童はよく挨拶でき感心する。高学年の子もよく挨
拶を返してくれる。
○「あいさつを進んですることができる」と回答して
いる子が少しずつではあるが増えており，人間関係の
基礎である挨拶が定着していることが分かる。恥ずか
しいことではない環境になるよう取組を継続していた
だきたい。
●不審者対応のためか，このご時世警戒心が強まって
いるのか10年くらい前と比べると挨拶に元気がないよ
うに感じる。

○●ルールを守るといった規範意識を高めること，い
じめを許さない，他者を思いやる等の他者尊重・道徳
意識を高めるためには，学校・家庭・地域の大人が手
本となるよう努めていかなければならない。

●いじめに対する取組については，先生方が積極的に
取り組まれているのに保護者や地域住民に伝わってい
ないことは残念である。家庭や地域でも取り組めるこ
ともあると思うので情報発信の仕方を工夫していただ
けたらと思う。
●いじめが起こらないためにどうしたらよいか分かっ
ていない児童が８％いるのが気にかかる。

○今年度のあいさつ運動やあいさつ
チャレンジウィークなどの特別活動指
導部・学習指導部の取組により今年度
の結果を維持し，さらに向上できるよ
うにする。

○総務委員会による「いじめ防止宣
言」の活動を継続し，「いじめは絶対
に許さない」という意識を児童にさら
に根付かせていく。教職員は児童の日
常の様子をよく見とり，小さなサイン
を見逃さず早期の対応を丁寧に行う。
フレンドリータイムを通して信頼関係
を高める取組も継続する。

○保護者に対して，学校だより等を通
して，いじめに対する学校の取組を継
続するとともに，ｅメッセージ配信を
適時活用し，情報発信を進めていく。

資
料
等

学校支援協議会
令和６年１月３０日 来年度の改善策 

「東海市教育基本方針」の基本理念を受け，「自ら求めて　たくましく生きぬく子ども」を育てることを目指して，「知・徳・体」の調和のとれた
児童を育成する。

東海市西部の臨海工業地帯の開発に伴う人口増加により，住宅開発された５５年目を迎える地区である。教育に熱心な家庭が多く，学校にも大変協
力的である。また，地域コミュニティの活動は活発である。

成果(○)と課題(●)

○●教員は，現職教育で「主体的に学び，考えを深
める児童の育成－ＩＣＴを活用した，伝え合う授業
づくりを通して－」をテーマに授業研究に取り組ん
だ。児童一人一人の意欲や学力の向上を目指すとと
もに，ＩＣＴ機器を効果的に活用し，考えの可視化
や他者との交流場面を取り入れ，児童が主体的かつ
考えを深められるよう実践を続けた。個に応じたき
め細かい指導で，全児童に充実感を味わわせ，考え
を深めたいと願い，研究授業を行ってきた。

・先生は熱心に教えてくれると答えた児童は，
90.8%で昨年度から微増している。↑

○参観から，ＩＣＴ機器を活用し，児童が楽しそうに
授業を受けてるのが分かる。児童の個別の課題にも先
生方がよく対応してくださっていると感じる。
○先生方が楽しい授業・分かる授業を行うために一生
懸命に取り組んでくださっていることが９割前後とい
う数値によく表れている。
●「授業が楽しい」と答えている子は７割に満たずＲ
３から徐々に減少しているのが気にかかる。「分か
る」以外に「楽しい」と感じられる要素があるのか検
討し，授業に生かしていく方法等幅広い視野で取り組
んでいただたきたい。
●教師用アンケート「教職員間の相互理解や信頼関係
ができている」の数値が減っている。働き方改革が進
められているにもかかわらず，このような結果になっ
ていることを精査し，先生方が心身ともに健康で楽し
く誇りをもって働ける環境をつくっていただきたいと
思う。
○コロナ禍以前の学校に戻りつつある中で，運動会も
参観できた。楽しそうに全力で取り組む姿を直接見ら
れ，子どもたちのもつ力を発揮できる場を確保できる
ありがたさを感じ，幸せに感じた。今後も共通の目的
に対してともに取り組む喜びを感じられる行事など経
験の場を与えていただきたい。
○校内授業参観時には大変落ち着いた様子だった。
●先生方には自信をもって「よくあてはまる」が選べ
るようになるとよい。

・楽しい授業を実践している教員は，81.8%から
84.3%に上がった。↑

・子どもは授業内容を理解していると答えた教員
は，84.3%から87.2%に上がった。↑

・分かる授業を実践している教員は，86.3%から
87.3%と微増している。↑

●児童にとって楽しく・分かる授業を目指して，教
員が情報交換を行いながらさらなる授業力向上を目
指してきたが，昨年度に引き続き，授業が楽しいと
答えた児童の割合が７割を下回った。
○先生が熱心に教えてくれると答えた児童の割合は
高い。教師の思いや情熱が児童に伝わっているが，
楽しいと実感させる工夫と手だてが必要である。
●「楽しい授業」については児童と教員と15%の差
があり，今年度は教員が実態を把握する力や個に寄
り添いながら支援する力を養うことなどに努めてき
たが，異なる視点でも工夫していく必要がある。

○児童に規範意識を定着させるため
に，集い，昼の放送，学校・学年だよ
り等を活用し，指導内容を徹底する。
担任は各学年の発達段階に応じて，児
童が行動できるよう繰り返し指導を行
う。また，はきものそろえなどの児童
による活動を推進していく。

○養護教諭・保健主事を中心に手洗い
や換気などの感染症対策としてよい習
慣が維持できるよう現在の取組（風邪
予防週間・生活リズム点検等）を継続
する。

○ＫＹＴ登校，シェイクアウト訓練を
継続し，児童の安全意識を維持できる
よう努める。大雨や不審者対応など多
様な状況に対する取組を充実させ，地
域との連携を図る。

○教職員は児童理解に関する研修を受

○花壇整備，除草作業，校外学習補
助，読み聞かせ等の各ボランティアを
はじめ，地域や保護者の協力体制が大
変充実している。今後も学校と地域・
家庭とが連携をさらに密にし児童のた
めに教育活動を進めていく。

○学校支援協議会を充実させ，ボラン
ティアコーデイネーターとともに，さ
まざまな支援活動を検討し，ＰＴＡ活
動との調整を図りながら児童のための
教育活動につながるよう工夫を重ねて
いく。

○校長，教頭が中心となり，コミュニ
イティと連携し，学校からの情報発信
（学校・学年だより，学校ＨＰ，ｅ
メッセージ配信，コミュニティ会議へ
の参加）に努める。

○規則正しい生活，朝食を食べて登校の回答から，よ
い環境で子どもたちの生活が送られていることが分か
る。身体の健康はもとより心の安定のためにも今後も
よい結果に繋がるようにしたい。
●保護者に自信をもって児童を指導してもらうため
に、保護者向けの学習会や研修会を開催してはどう
か。

○●コロナ禍以前の生活様式に近づき公園等で遊ぶ姿
を多く見られるようになった。うれしい限りだが，遊
具の使い方，自転車のマナー等，地域の大人も見守
り，子どもたちが安心・安全に過ごせるようにしてい
く必要がある。

●規則正しい生活をしていない児童が1/3近くおりスマ
ホやタブレット端末の影響か，児童が依存症予備軍に
ならぬことを願う。

●必要に応じて学校からコミュニティに依頼すること
がもっとあってもよいと感じる。
●学校が地域行事（夏まつり，体育祭，文化祭等）へ
の協力，地域の方が環境整備（除草作業等）の手伝い
と双方向で行われているが，連携内容について検討の
余地があると思う。学校支援協議会がパイプ役を果た
すが役割・活動の内容については検討が必要である。
子どもたちのよりよい学校生活のために活動できる組
織にしていきたい。
●支援が必要な子どもたちのために，先生方が教育活
動や学級経営に力を存分に注げるよう，必要な職員を
適正に配置していただきたい。教職員増等，環境を整
えることが私たち大人の役割だと感じる。
○安定した家庭，親身に見守る地域の方々に支えられ
ていると感じる。児童が大人になってこの地域に住ん
でよかったと思えるよう少しでも役に立てばと思う。
○小学校の備品や校庭を借用しコミュニティ事業を
行っている。これも連携の一つと考える。
○学校の地域行事に対するご協力は感謝するばかりで
す。学校に協力したいと考える保護者が，増えていく
とさらによい。

・依頼があれば協力したい。（保護者）

○安全に気を付けている児童は，今年度も９割以上
となった。ＰＴＡ各支部役員の皆様の指導・支援の
賜である。今後も正しい登下校の仕方，道路で遊ば
ない等の安全に心がけた地域での生活ができるよう
継続して指導する。

・子どもには毎朝，朝食を食べさせている。
（保護者）

・安全に配慮した取組をしていると答えている地域
住民は，88.5%から77.4％に下がった。↓

・交通安全に気を付けている児童は，93.5%から
95.8％になり高水準である。↑

○保護者が満足している割合は８割を超えている。
今年度はコロナ禍以前の教育活動をすべて実施した
ことにより，保護者や来賓に参観していただく機会
を得られている。今後も保護者との連携を大切にす
る。
○保護者の８割が学校への協力に賛同している。

・教育活動に満足していると答えた保護者は，
81.3%から84.1に上がった。↑

・学校は子どもたちの安全に配慮した取組をしている。
（地域）

・子どものことについて適切に相談に応じている。
（教員）
・先生は誰に対しても公平に意見を聞いてくれる。
（児童）

・適切に相談に応じている教員は94.1%から89.4％
に下がった。↓
・先生は公平に意見を聞いてくれると答えた児童
は，82.7%で横ばいだった。→

●教員が相談に応じているつもりでも，子どもから
みればそうではない状況もあるが昨年度から改善し
ておらず，児童に寄り添う基本姿勢を今一度見直
し，信頼関係を築けるよう努める。

・学校の様子が分かると答えた保護者は,85.2%から
83.0％に下がった。↓

・学校の様子が分かると答えた地域住民は,84.6％%
から96.8％%に上がった。↑

・規則正しい生活をしていると答えた児童は，
71.4%で昨年度とほぼ同様であった。→

・学校に協力したいと答えた保護者は，81.2%で
あった。→

・学校が協力的であると答えた地域住民は，76.9%
から93.6％に大きく上がった。↑

・学校の様子を知らせていると答えた教員は，
84.3%から95.7％に上がった。↑

・学校が好きである。（児童）

・よい学校だと思う。（保護者）

・よい学校だと思う。（地域）

○児童の８割以上が「学校が好き」と答え，保護
者・地域住民ともに９割が「よい学校である」と回
答した。学校に協力的な地域や保護者に支えられて
いることがうかがえる。今後も児童主体で意欲が高
まる教育活動を継続する。

・あいさつができると答えた児童は，79.8%から
82.8%に上がった。↑
・廊下を静かに歩いていると答えた児童は，75.5%
で昨年度と微減している。↓

・子どもたちの規範意識は，昨年度と比較すると保
護者(79.8％から91.5%へ）↑，教員((80.4%から
87.2％）に上がった。↑
・地域住民は92.3%から90.3％と微減している。↓

○あいさつについては，民生・児童委員との共同で
挨拶運動を行ったことや，着ぐるみを市役所から借
用するなどの児童会企画が成果を上げており，朝の
活発な活動につながっている。

・学校が好きと答えた児童は，83.9%で横ばいだっ
た。→
・よい学校だと思う保護者は90.7%で横ばいで→，
地域は88.5%から96.8％に上がった。↑

○規範意識について，教員・保護者は評価が上が
り，地域住民はやや下がった。今後も教育活動全般
を通して，根気強く，社会のルールを守れるよう規
範意識を高める指導を継続する。道徳的価値を高め
る指導を中心に，日常生活の中で自らの安全と安心
を守る意識，他者尊重の気持ちを育む手だてを講じ
ていく必要がある。

○●今年度は，４年ぶりとなるコミュニティ行事も
すべて開催され，制限もなかったため，昨年度にも
増して地域行事等に積極的に児童や家庭が参加し
た。地域行事等には，学校として今後もＰＲに協力
する。
○定期的に学校・学年・学級通信を発行（ｅメッ
セージ配信）することにより，児童の様子を知らせ
てきたが，引き続き学校ホームページを更新し，情
報をタイムリーに発信する。
〇現在ｅメッセージ配信（メール配信アプリ・欠席
連絡システム）に移行して連絡している。支援をい
ただく方々にも今後登録していただく。全家庭に登
録していただき積極的に活用し，学級閉鎖や行事等
の変更等をタイムリーに知らせてきたことで８割を
超える評価となっている。

・学校は，いじめの未然防止や早期発見のために，積極
的に取り組んでいる。（保護者）

・いじめの未然防止や早期発見のために，積極的に取り
組んでいる。（教員）

・いじめが起こらないためには，どうしたらよいか分
かっている。（児童）

〇規則正しい生活をしている児童が大半であるが，
逆に意識していない児童への手だてを考えていく必
要がある。
〇朝食を食べてくる児童が多く，家庭の教育力のお
かげで児童は毎日元気に過ごすことができ，健康に
生活していこうとする態度を身に付けることができ
ている。

・朝食を食べてくる児童は，97.0%で高い数値を
保っている。

●いじめの対応に関して，教員と保護者の回答に大
きな差がある。35％近くの保護者が分からないと回
答していることから，実践している内容を丁寧に保
護者に伝えていく必要がある。人権週間の取組以前
のアンケートであることも一因と考えられる。
○子どものいじめ防止基本防止方針に則って，適時
の対応と継続的な支援ができるよう全教職員の共通
理解のもと，教育活動を実践してきた評価となって
いる。

・いじめの未然防止方法が分かっていると答えた児
童は，86.9%から92.0％に上がった。↑

・いじめの早期発見に積極的に取り組んでいるかに
ついて保護者は，49.0%から56.2％に上がった。↑

・当てはまると答えた教員は，92.1%から95.7％に
上がった。↑

●月に一度のＫＹＴ登校やシェイクアウト訓練は今
年度で３年となる。各種避難訓練等と合わせて学校
の取組について理解されるようになってきたが，地
域から寄せられる声を真摯に受け止め児童へ個別指
導を適宜行っていく必要がある。

アンケート数

・児童…403人（4.5.6年生） ・保護者…507人

・地域住民…31人・教員…47人
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